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山口県から得られた日本海初記録のキテンハタ

荻本啓介 1・久志本鉄平 1

A single specimen (362 mm standard length) of the Duskytail 
Grouper, Epinephelus bleekeri (Vaillant, 1878), was collected 
from off Hagi, Yamaguchi Prefecture, Japan. Although E. bleek-
eri has been sporadically reported off the Pacific coast from 
Kanagawa to Kagoshima prefectures, off the East China Sea 
coast of Kyushu, and the Nansei Islands in Japan, it has not been 
reported previously from the Japan Sea. We here report the first 
specimen-based record of E. bleekeri from the Japan Sea.
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 Abstract

アカハタ属 Epinephelus Bloch, 1793はハタ科 Epinepheli-

daeハタ亜科 Epinephelinaeに属し（中村・本村，2022），

日本近海から 45種が知られる（本村，2025）．日本海にお

いては，2000年代前半までアカハタ属魚類の報告はキジハ

タ Epinephelus akaara (Temminck and Schlegel, 1843)，アオ

ハタ Epinephelus awoara (Temminck and Schlegel, 1843)，ク

エ Epinephelus bruneus Bloch, 1793，チャイロマルハタ Epi-

nephelus coioides (Hamilton, 1822)，アカハタ Epinephelus fas-

ciatus (Forsskål, 1775)，イヤゴハタ Epinephelus poecilonotus 

(Temminck and Schlegel, 1843)などそのほとんどが温帯性の

種に限られていた（本間，1995；魚津水族博物館，1997；

坂井，1998；鈴木ほか，2000；河野，2017）．その後，

2000年代後半からは新たにコモンハタEpinephelus epistictus 

(Temminck and Schlegel, 1843)，ホウセキハタ Epinephelus 

japonicus (Temminck and Schlegel, 1843)およびオオスジハタ

Epinephelus latifasciatus (Temminck and Schlegel, 1843) な ど

温帯に主に分布する種に加え，主に熱帯・亜熱帯海域に分

布するオオモンハタ Epinephelus areolatus (Forsskål, 1775)，

ヤ イ ト ハ タ Epinephelus malabaricus (Bloch and Schneider, 

1801)，およびホウキハタ Epinephelus morrhua (Valenciennes, 

1833)が記録されている（河野ほか，2015, 2021；藤原ほか，

2018；園山ほか，2020；河野，2021）．

2023年 10月に山口県萩市沖の日本海からアカハタ属魚

類のキテンハタ Epinephelus bleekeri (Vaillant, 1878)が 1個

体，釣りによって採集された．この標本は日本海における

本種の初めての記録となるため，ここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は Randall and Heemstra (1991)にしたがっ

た．体各部の計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位

まで行い，計測値は標準体長に対する百分率（%）で記載

した．標準体長は体長または SLと表記した．生鮮時の体

色は固定前に撮影された標本のカラー写真に基づく．標本

の作製，撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠した．

本報告に用いた記載標本は京都大学フィールド科学教育研

究センター舞鶴水産実験所（FAKU）に保管されている．

Epinephelus bleekeri (Vaillant, 1878)

キテンハタ
（Fig. 1; Table 1）

標本　FAKU 153558，362.0 mm SL，山口県萩市見島北沖，

水深 75 m，釣り，2023年 10月 15日，勝山　聡．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合を Table 1

に示した．体は前後に伸長し，尾柄部は強く側扁する．体

高は胴部で高く，尾部で低い．体背縁の輪郭は吻端から背

鰭基底前端にかけて上昇し，その後緩やかに下降する．体

腹縁の輪郭は下顎先端から臀鰭基底後端まで下方向へ緩や

かに膨らんだ弧状でその後は緩やかに上昇する．吻はやや

尖り，下顎は上顎よりもやや前方に突出する．口は端位で，

主上顎骨後端は眼の中心の直下に達し，同骨の下部は平滑
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である．鼻孔は 2対で，前鼻孔と後鼻孔は近接し，前鼻孔

後縁には皮弁がある．上顎，鋤骨，口蓋骨，および下顎に

は円錐形の歯が密生する．前鰓蓋骨の後縁に鋸歯があり，

前鰓蓋骨下縁と主鰓蓋骨後縁は滑らかである．鱗は櫛鱗で，

頭部と体はほぼ全体が鱗に覆われるが，胸鰭腋部と両口唇

は無鱗である．側線は 1本かつ完全で，主鰓蓋骨上端後部

から尾鰭基底にかけて体背縁と平行にはしる．胸鰭基底上

端は背鰭第 1棘直下に，胸鰭基底下端は主鰓蓋骨後端の直

下に達する．胸鰭後縁は丸みを帯び，背鰭第 7棘直下に

位置する．背鰭の外縁は背鰭起部から背鰭第 5棘にかけて

緩やかに上昇し，そこから第 11棘にかけて緩やかに下降，

後に第 5軟条まで緩やかに上昇した後，第 17軟条にかけ

て緩やかに下降する．背鰭起部は主鰓蓋骨後端直上のやや

前方に，背鰭基底後端は尾柄の中央部直上にそれぞれ位置

する．腹鰭は胸位で腹鰭起部は背鰭第 2棘直下に，畳んだ

腹鰭の後端は背鰭第 8棘直下に位置する．臀鰭起部は背鰭

第 2軟条直下に，臀鰭基底後端は背鰭第 11軟条基部直下

に位置する．臀鰭外縁は臀鰭起部から第 3軟条にかけて下

降し，その後円弧状に上昇する．尾鰭は截形を呈し，後縁

は丸みを帯びる．

色彩　生鮮時（Fig. 1）―体色は背方から上下中央部に

かけて淡い赤色で，腹方で淡い褐色．黄橙色の斑紋が頭部，

体側，背鰭，腹鰭，臀鰭，および尾柄に密に存在するが，

下顎，胸鰭，胸部，腹部および尾柄部の腹面には斑紋がない．

斑紋の大きさは瞳孔と同大もしくは小さく，背鰭上縁およ

び尾鰭後端では 2個以上の斑紋が連なる場合がある．背鰭，

胸鰭，腹鰭，臀鰭，および尾鰭の背方約 1/3の地色は暗黄色．

尾鰭の下部約 2/3は濃い灰色．

備考　山口県産の標本は背鰭が 11棘 17軟条，臀鰭が 3

棘 8軟条，有孔側線鱗数が 51，縦列鱗数が 102，鰓杷数が

10 + 16，腹面を除く体側，頭部，背鰭，尾鰭上部 1/3に黄

色またはオレンジ色の斑点が散在すること，および尾鰭下

部 2/3が濃い灰色であることなどが，Randall and Heemstra 

(1991)や藤原ほか（2015）が示したキテンハタ Epinephelus 

bleekeriの特徴と一致したことから，本種と同定された．

キテンハタはインド・西太平洋に広く分布し（Randall 

and Heemstra, 1991），日本国内におけるこれまでの標本に

基づく記録は三重県紀宝町，和歌山県串本町，熊本県天

草郡，甑島列島，鹿児島県指宿市，鹿児島県枕崎市，大

隅諸島種子島および馬毛島，奄美諸島，および八重山諸

島から（藤原ほか，2015; Motomura and Hirazaki, 2017；上

城ほか，2019；脇本・國島，2020；清水，2021; Motomura, 

2023; Koreeda and Motomura, 2025；笹木ほか，2025；吉田

ほか，2025），画像あるいは信頼できる目視にもとづく記

録は，神奈川県の相模湾，三重県の熊野灘，愛媛県宇和海，

高知県西部，宮崎県北部，鹿児島県の薩摩半島西岸，およ

び屋久島（藤原ほか，2015；日比野・長野，2020；岩坪ほ

か，2022）から知られていた．したがって，山口県萩市産

の本標本はキテンハタの日本海からの初記録となる．

キテンハタは主に熱帯・亜熱帯に分布し，日本におけ

る分布の中心は種子島周辺海域とされている（藤原ほか，

2015）．熱帯・亜熱帯域に分布する魚類が日本海に出現す

る理由として，黒潮の分支流である対馬海流によって黒潮

流域から輸送されることが挙げられる（小林ほか，2006；

河野ほか，2011）．対馬海流の勢力は夏から晩秋にかけて

最も発達することが知られ（沖山，1974；西村，1981；長

沼，2000），本研究で記録されたキテンハタは秋～晩秋に

あたる 10月に採集されている．さらに，本標本が得られ

た山口県の見島は，萩市から約 45 km沖に位置し，同島沖

合は対馬海流の流路に直接あたるため海流の影響を強く受

ける（藤原ほか，2018）．以上のことから，キテンハタの

日本海における本記録は，成魚個体の対馬海流による輸送

を経た偶来とみなすのが妥当である．上記の状況を考慮す

ると，現段階ではキテンハタが日本海において定着・再生

Fig. 1. Fresh specimen of Epinephelus bleekeri (FAKU 153558, 362.0 mm SL), captured off Hagi, Yamaguchi Prefecture, Japan. 
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産を行っている可能性は非常に低いと考えられる．一方，

本標本の体長は 362.0 mmであり，キテンハタの成熟サイ

ズである体長 360 mm（Kandula et al., 2015）を超えている

ことから，本種が今後，日本海において定着・再生産し得

る可能性は否定できない．本種を含む熱帯・亜熱帯性魚類

の日本海における分布・生息状況をより深く理解するため

には，今後も周辺海域における漁獲物調査などを継続して

行い，再現性の担保された情報を蓄積する必要がある．
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